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　 p次元母集団 Πk からのトレーニングデータXk1, ...,XkNj
から誤判別確率の推定を行う. 誤判

別確率の推定方法はクロスバリデーション (CV)や漸近展開を用いた近似式など数多く提案され
ている. 漸近展開はより高次の近似まで可能であり, 計算負荷も少ない. しかし, 分布や判別手法
に依るのでそれぞれで導出する必要があるので使うのが難しい. 一方, CVは分布や判別手法に
依らず推定ができる手法であるので, 数多くのの場合で使われている. また, CVは大標本漸近理
論:Nj → ∞, p:固定の下では, O(N−2

j )の漸近バイアスしか持たないことが分かっている. しかし,

CVは計算負荷が大きく, pが大きい高次元データに対して, CVによる推定の精度が良くない場合
がある.

本報告では, 2つの正規母集団Πj : Np(µj ,Σ)の場合での線形判別関数:

L(X) = L(X; X̄1, X̄2,S) =
(
X̄1 − X̄2

)′
S−1

{
X −

(
X̄1 + X̄2

)
/2

}
,

による判別問題を考える. このとき, Πkのトレーニングデータから i番目の個体を抜いて作る推定
量を X̄
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k , S
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k と表すとすると CVによる推定は次のようになる.
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ただし, 1(·):定義関数, c:カットオフポイントである.

高次元大標本漸近理論Nj → ∞, p → ∞, N = N1 +N2 > p, の下で, CVによる推定量の漸
近バイアスや漸近分散, MSEの評価を行う. また, 次のようなΠkから 2個抜いた CV
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を用いることで, CVのバイアスを補正した推定方法の提案を行う 最後に, 有限の場合でのCVと
漸近展開, 新しく提案した推定方法の推定の精度を数値実験で比較する.
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